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要旨   

本研究事業で比，「しiJ玖珠地力‘♂）地域床材を活用し，高齢者に配慮した施設用家具のデザイン開発を行い∴試作品による1‖r∫  

評会を開催した．開発に先がけて∴本製品閑適業界の技術等の現況把握及びノナ後のノノ向性について検討後，ユニバーサルデザ  

イン剖IF］家を招晒し∴男運業界に対して研修会を開催した．さらにバリアフリーおよびユニバーサルデザイン関連デザインの  

情掛1文集として人夫根菜家只・屁／ン宇への調査をおこなった．  

1  目 的   

口】F」玖珠地域は，豊笛な森林望至源を浩用した家具製造  

業などの木製品製造業や製刃■業が集積し，地域経済の発  

根に人きく寄与してきた．しかLながら，長引く不況と  

輸入木t軋」r∫〝りPりくなどに上り低迷している＝け1玖珠地  

域の家具製造業などの木製．】‖J∫製造業や製材業は，地域特  

性を隼かした新たな商占＝凋ヲ引こ放り組む必要に迫られ  

ている．   

そこで地域席材であろスギ甲ヒノキを用いた木製．≦－．け）  

開発を推進するため、家具ノ等の木製品の開発を行い巨地  

域素材と技術による地域特産品甘細山こより、［＝『玖珠  

仙猫〝）大鶴ハい机浩、隼詔）F壬小比イレ孟ノロ棺「巨束ユノー ナー  

2∪  事業内容  

2．1講習会の開催   

高齢化社会へげ〕移イ」二によるライフスタイルの変化に  

対ノ′いオ▲るー軋…】…－－が今後求められ】製【ilj，開発の童甥なコンセ  

プトぴ）ひとつとして「ユニバーサルデザイン」が考えら  

れる．こ〝Jためユニバし一サルデザインを似り入れた製むl－。∫】  

開発県デザイン指やを数多く手掛けてこられた静岡文  

化蓑術人′、；プこ教授 帽ノ⊥川順二」′イ〔を抑冊して講習会を併  

催しノた  

〔〕上＝1‡中元ほ年12月1仁1川）15：0〔）～17：（）（）  

C場所 大分県座業湘ノナ技術センターー＝1」産業l∵L試   

験所  

○内容   

丁－－マ ユ∴パーサルデ ザインに〔i二る掌＝芦－1r用発」   

講潮i静岡丈化芸術人学デザイン学部 教授 嶋志「j1  

厚．′ 代（＝g．1）  

Fi 
．  

2．2調査   

表具に問する情報及び技術r、嗣「上1市場動向の把粧としノ  

て以卜の調杏を行った（fTlg。2）  

由 ベストインテリアショーtiIl横浜   

ベストインテリアショーーi‖横浜において，＝m家Jt業  

押の新作家‡しと他県庫勅勘新作’未ハとイ刃ヒ校に上り，ホ  

ジンョニンダ。テイスト。タ」一ゲット′昔の現状を把附し／，  

／摘録引川ー家1し業界C7〕開寮汀旨導お．とび汁軒製ふ開発指  

針のための質料とした．合体〔川1晶∫物は「脚も〝）」とい  

われるソフー）7ゝ一セットとダイニングセット，二た了∴ そ  

れと 一節むCりといわれる食常用軋 一十「ボー轟ド， サイド  

ボーード∵べシドなどであった．しかL∴書棚や婚礼ノ表‡＝と，  

箪笥，靴新彗はほとんど山展されていなかった  

H）C人塚家具有刊本社ショー「ルーーム   

国内最大規模を誇る川〔大塚家具有明本社でラ 人分  

り封引干lではつか扉）ない市場の動向を把推し，地域座業  

集積卜小企業甘卜うi＝化事業のデザイン賢刹と十るだけで  

なし，今後の＝旧家具業牒肋間発指導おい甘十所製品  
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聞登指針び〕ための質料とした．   

ただ，ノことレ〕たはどニ∫ニニパーサルデザインに対応した  

もげ汀〕二多くなく，まだ一般にはユニバー、サルデザイン  

は普及Lていないことを実感した．しかしっ 今後は薫  

要な指針となるであろう．   

卜座．4 ′J川描，け場規模の推杓こ ＝「二りⅠ∵業新聞）   

老人介護施設、デイケア施設の調査を行ったが，調査  

結果の要点烏守五匠とおりである．  

－建物は老人介護用として如卜や浴室，手摺りノ：字軌「け〕  

設計がされていろ．  

∵日掛や広い廊F▲に高齢甘対症二項奇j′一がなく，▲般消費  

者▲用の柿」′－が設置されている．  

・食草】浴室にさl二介護用椅イがあるものの 脱衣室には  

高齢者対応明椅イセない，  

，集会乳 エレベーター，「二l版機等の前に安全性の高い  

椅子がない  

匂屋外♂）ノ鮎設（ベンチ、テし→ブル）は改良して使川され  

ている．  

計された家fUき扉二三 ①料簡者対応とLて設，【司産1【i．］∫にはは  

とんどなく，またあ／Jたとして≠〕生情用具としてこなれ  

ていない「譜価な福祉機器である．そのため施設では．暇  

向け務晶が設置されている．  

Tげ〕上ご）ナ√、ニ捨蔑†′かふ三＝÷て㍉怯れ訟柚亮イtロ                     ノ】」Lた介護施  

設用rr∫ル引用発をナーーマとしノて開凝を行うことにしノた。  

2．4．3 タ¶ゲットの設定   

今後，巨」本ではれ酪化社会が進みフr≦∫摘堵▲にト〕て使  

いやすい′h常州具が求統べれるため，クーーゲット／〕まり  

使用するノノ▲々には，「機能〝）やや低卜しノた高齢署」を想  

定した．にとえば＼深いソファーーに雌っにらり二㌻）t二がり  

にくいトム見で靴を履く♂）が≡－】二柵など∴筋ノJ◎バランス  

能ノノ。視力等叫こ幾籠がやや什㌻下しノてきた抽姉者を対象と  

l／た．具体的F法としノて，クー「ゲットイメ」一ジシーート  

（卜、iぎミ．5）む作成し昔に他ノ【」描ル槻龍レベルや－勘けを  

念主二畑二世いて】使」杵首にとって快いヤー㌻jく役に立つデザ  

インになる上うに気を配った   

想定づれる市境としては，高備化社会を迎えて，今後  

志すます必要となる介護備設計ご導入する∴甘齢者に配  

慮したバリアフリー璃情月刊㌃また，そ〃）姓」妄線【二には，   

一般家庭ミキで≠）使うノ川描】（ユニバーサルデザイン） と  

Lて， 帖市場をも撞ほ汀二人れた．   

Fig。2 Il）〔：人壕家具有明木什ショー¶ルー「ム調杏  

2．4 デザインおよび試作品の製作  

2．4．1製品開発プロセス   

ト’jg∴う の矧晶「朋巨プLてセスに椚ってデザイン開発  

を進めた．  

製品開発苺一間牽諷  

賢 
邁  

、丁  

テ山‾才区 アイ子  

′ニュ 一・くこT  

ぅ」・  

盲煎 。纂 1綴  ブ 

巨iH∴う 軋【云］】一端写己フトトtてス  

2．4．2 情幸削文集とテーマ設定   

↑駕」トレ畑二＝町弊で最ヰ）トI∃一く≡1調糾二什会に′突人する国  

ごあり，経済動廿∴甘酢紬亙 ′十清音憲一私 産業構造な  

どぴ〕社会環」‡▲上が人きく変化することが予想される．世界  

【いげ）【〔汁上「h恒け鉦応を注灘Lているが，変化びりノ常圧生と  

してキー」ノーtドぴJ▲つになるげ〕が「ユニバー轟サルデ」㌢イ  

ントお上び バリアフリし→デザイン である．そのため  

ル用品市場規柑宜頗大が確実朋jかており、トヨタ＝動  

車や松トノぎ一針甘などトナナ正業鳥 ユニバー「サルデザ イ  

ン」を今後〝）大きな柱にしている。けig．4）  

2ニう  



ー「タを腔寺去えこデザインリーづな有半，次け＝こうなアイ  

デアスケッチを棟‡‘、」し）設言H又jjl′jiを起こしデニー   

クッションには軋れ性〃ある合成皮㌍を川い，失禁丸  

策に配慮した．去た，クッシニIン〃〕色彩は暖かみゾ〕ある  

やさしく落ち着いた色調を選定した．  

む一 J ≠  

Fig．5 ターゲットイメージシート  

2．4．4 コンセプトの確立   

阻発製品全体のベースとなる掛合コンセプト（特徴め  

提案）を検討しフ ド記∬止うにまと染イニ  

⑳【十然素材である県内産のスギまたはヒノキを活用寸‾  

る  

㊨筋力の」そ、巨Jたお年寄りが椅子から、r／二ち卜がりやすく  

する  

⑳椅r一に艮時間J′王畑続けて行疲れにくい」二うにする  

⑳靴の相見をしやすい椅丁にする  

⑳I勅l招）r去iさが与－一拍沌椅イと軒椅千に対応できるテーー  

ブルにする  

⑳㌧お隼≠りができ引限り自立Lた／ト活を送れる上うに  

デザインに配慮する   

この申からいくつか選んで，佃別デザインの製ぷ二7ン  

ヤプトとして設定し，デザイン中設計を行った．   

従火．」－EL】や競合，！rl－－と比較しての改善瞳改良・優佃、生につ  

いては∴モトタトや糾＝占有乃高許な高齢者専用欄持上機器  

とは＼線を画し，効果は少なめだが低コストで胴人Lや  

すくすること∴室たり「Rの家具、首界で巨細ふ可能な捜術  

不二ベー→スにフ 八川L」】1tTとしてげ）展開も視野に人れた。  

2．4∴4 デザインワーク   

人間生詔【ノ、三雄lニクー㌣センター付目最終骨身休機荏データ  

ベし一スを参ぢ▲にさせていただきフ座りやすい勅tr高さと  

性適な背ヰたれ角度を下記の上うに定めた  

《設計上明牒則 〉〉  

⑳ト今恒†け椅予の設計さう二 ；二；／を除きj 7（）代の女性が座  

りやすい仲扉両▲－】iさをトトに考え，約′1川m【¶と十る．  

⑳靴相即鋸′、おょびスッーールf土長軒別冊！ろ棉J′一でfニi、な  

いため∴むち十がりキー1卜さを億1－」さ－lj∴I動こ1諭さを．篤め  

こ、．j，㌢定1る 

合靴着脱椅」′  1〔うfうi¶Ilj   

申靴細此スッ」「ル 1：ミニう【川n   

靴佑明津）高さの問題寸旗沃げで，2J剥皆を試験的宣川  

恵一し上ろ． 】  

⑳ 門むたれ∫勺度に老若男女骨号＝二うどょいと∠・．演じる  

＝げ LJf磯をJ」を三パ＼：にする⊂   

個別デザインの聾封－…－1コンセプトおよびニ〟）」二うなデ  

Fig．6 アイデアスケッチ  

、
 
－
↓
 
 

し－・←山一  

ドig．7 設計図血  

2．4．5 言式作   

作成しノた卜妻川行に基づき試作を行ったが rいには強度血  

竿で杵粧押抑、隼を鑑みてフ．【紬改艮を′巌Lながら進めた  

試作もあった．  

≧  

‰感  

上1きエバ rl」′＝他、；て、】月山て」r′ し＼〔1＝   

2／］  



趨 i  

、   

釆鍔針率二瑠韓㍍∴葉蘭  
竿て凝議譲㌧薫津㍍釦をサ  
1一；‘ナこr■「  
各へ該二こ王J ノ爪ニ¶ 

鼓せ虻  

輸  
■，  

上座．り 再律招待ぺ段潜」↓椅子（  卜＼iH．Ⅰこう くノ′〕ろぎ介護椅子（＼〔）．7）  

tl（1り 1榊】用仁ナーーナル付き通報雄 7イ＼り り  上座．＝ 陣柾武内さ㌻三豊テーーゾル（Nり．冒）  

■．、†干  

「亙＝肘は捕購」′一（＼り舟5）  「ノ1h。l；〕 ナノノしトタイプ椅子（Nり．fj）  

て＼＼帖責デザイン   

ハン∵レット ＄カタ1ク∴ハツケ」、ジなシしル 

廿できろ」、十㌻ 人骨県在県昭利、特に＝州幻杉せ側溝し  

た翌一三ホデザインを考案し7二り．   

ン幻＝的に「ト分県藻の杉材県りうンド化」   

一∴効黒／ニミあノ：）と巧‘えた．  

ヨソ 性′J，1い1ノ ル（＼、（）巨ノ  

l川1〔） ノ．1」」プーリイン   
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3． 結果と考察  

3．1専門家によるアドバイスおよび品評会  

濫専門家に上るアドバイス （3′′′1（り   

〈Ⅹ専門ノ豪）〉〉  

・社会福神法人若山会介護老人福祉施設若葉苑   

副施設長 畑「1】禎二氏  

q人分大学医学部看護ノナ料地威十老十石護学講座   

助教授 三重野 某／－氏  

申（有）‡うLユS S   

福祉家具開発中門′家 血榛！女秀氏   

上記〝〕福祉分野〃〕専門′家から，開発しノたデザインに閏  

Lて，貴重なご意見透いただいた．  

（ニ賢兄》  

手ナりのグリッブは手にtノつ くりきてたい／＼んよい．  

N（）．6靴ホ脱スッー1ルはデイサーlご、スげ）お隼ノ訂りが玄掟  

で使うC／）に非常によい  

N（）．8高さニ＝設「借テー∴ブルはたいへん良いアイデア．車  

椅子のお年′缶：りを丈板の中央に座らせて，介護の方が大  

板と天板の聞にほいると，んん両〟ぴ〕お年寄りの冒ii倒を  

横からみられるけ）で非常に役に立つ  

お年寄りにとって椅／一は寝たきり防1卜につながるため  

非常に重要である．  

木部は水分と一緒に汚れを岐い込むので，塗装をしっか  

りLた方がょい。他  

浬品評会  

〈く品評会会場〉〉  

匂社会福祉法人 若山会 介護老人ホー「ム 若紫苑   

（：う′′／11～15）  

d社会福神髄人平成会 特別養護老人ホー、ム 花川詞   

（：うハ6～19）   

仁  上言し1プ）2カ所－ご．県評会名瑠紺皐 ′幸雄撃い∵トリ巨ノ∠川サて                                     一 ノヽ し＿」ノり【【1二 、ノ） ／＼－】／Jヽl、′▼ ）  【  

び福神関係者から貴重なご意見をいただいう7こ．   

∧／－、＼1】√・！】、＼＼ ＼1、wノこ】、ケL′′／  

＼（＝L桓面高さ3秤類椅子はとてもいい〝J－ご，施設で購  

ブ、したい．  

それぞれのトナりにつけたグリップが＼一′二つときに役に  

立ちとてもよい  

素材であるスギ材の感触ヰにおい，札た口などがとても  

心地ょい  

シー1卜の色がやさしくてとてもよい  

脚来せ吾がはしい  

＼（）．1は立ったり座／1たりがL′やすい．また，連結テーー  

ブルにお茶を置いたり，ひじを／穴＼たり，メモをしノたり  

と非常に役に立つ∴触l′碑〕高さもち土うど上い  

頭去で支えるTF一門、たれが全部に刃いていたノノがよい．  

販売の時は価格をおさえてほしノい．他   

専門家に上るアドバイスおよび．－1r∫評会では，活発に貴  

重なご意見をいたうごくなど予想以卜に好i評で，また家具  

メーーカー1パ町床を持／〕て視察にみえるなどJが響も大き  

く，今回の甘発注酢航したが ＝拭けけか長にぼしては充  

分満足できるレベルに達した．  

Fig。17 ．，評ごミ  

4． まとめ   

木研究蓬業では トにスギ材を活用し，機能〝）低下L  

た高齢甘に阻慮⊥た椅子・ナー∴ ブルソけ∴りごイン冊登を行  

／Jてきたノナ回ゾ）聞野津）ような計齢者に対応したノ表具は  

国産では弄常に少なく，高齢†黒岩持‖二施設でキト岬）関与芭【〔－，  

を購入しノたいとの意見などもありフ人きな潜イ心的ニーース  

を実感した．ととヰ、に家具業界細川発げ〕ぷ室オtを重く一、之け  

r卜れ 業界び）先導役を進めな烏ればならないト考えた   

専門家に上、ろアドバイスおょびー拝j甘会で性′トニしlい幸二な  

ごぷ見血情柳、土，／ナ後の開発圭骨かtノていく「定である．   

今後，それらぴ）リデザイン）リモデルを行うとともに  

新たな地場庫湖を㍍刊＝ノた高齢音対止こノ裾洋＝－＝甘発を業  

界全体でキ」う必恕があな  

協 力  

社会福利二洗人音和宣‡特別養護老人ホしム 右＝整加  

太分大学医′羊邪肴護学科地域ロ野牛宥粉末胤  

（イり f∃工ノーS S  

社会福祉法人 平成奈パ詔町養護牒人）二て〕ム 花川村  

参考文献“資料  

t） ＝廿⊥業新満目し）し）′1．1．R  

幻 人「；㌻］′ト清1′、」瑚∧究－ヒンタ」 丁i齢占二身体機能∴）二、－夕べ」  

ス   

26  


